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○ 環 境 省 告 示 第 五 号 
土 壌 汚 染 対 策 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 平 成 二 十 九 年 法 律 第 三 十 三 号 ） 及 び 土 壌 汚 染 対 策 法 施 行 規

則 の 一 部 を 改 正 す る 省 令 （ 平 成 三 十 一 年 環 境 省 令 第 三 号 ） の 施 行 に 伴 い 、 並 び に 土 壌 汚 染 対 策 法 施 行

規 則 （ 平 成 十 四 年 環 境 省 令 第 二 十 九 号 ） 第 四 十 条 第 二 項 第 一 号 の 規 定 に 基 づ き 、 環 境 大 臣 が 定 め る 土

壌 溶 出 量 基 準 に 適 合 し な い 汚 染 状 態 に あ る 土 壌 が 要 措 置 区 域 内 の 帯 水 層 に 接 す る 場 合 に お け る 土 地 の

形 質 の 変 更 の 施 行 方 法 の 基 準 を 次 の よ う に 定 め 、 平 成 三 十 一 年 四 月 一 日 か ら 適 用 す る 。 

な お 、 平 成 二 十 三 年 環 境 省 告 示 第 五 十 三 号 （ 要 措 置 区 域 内 に お け る 土 地 の 形 質 の 変 更 の 禁 止 の 例 外

と な る 行 為 の 施 行 方 法 の 基 準 を 定 め る 件 ） は 、 廃 止 す る 。 

平 成 三 十 一 年 一 月 二 十 九 日 

環 境 大 臣 原 田 義 昭   

土 壌 汚 染 対 策 法 施 行 規 則 （ 平 成 十 四 年 環 境 省 令 第 二 十 九 号 。 以 下 「 規 則 」 と い う 。 ） 第 四 十 条 第 二

項 第 一 号 の 環 境 大 臣 が 定 め る 土 壌 溶 出 量 基 準 に 適 合 し な い 汚 染 状 態 に あ る 土 壌 が 要 措 置 区 域 内 の 帯 水

層 に 接 す る 場 合 に お け る 土 地 の 形 質 の 変 更 の 施 行 方 法 の 基 準 は 、 次 の と お り と す る 。 
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一 土 地 （ 次 号 に 定 め る 土 地 を 除 く 。 ） の 形 質 の 変 更 の 方 法 は 、 次 の イ か ら ハ ま で の い ず れ に も 該 当

す る 方 法 と す る こ と 。 

イ 土 地 の 形 質 の 変 更 に 着 手 す る 前 に 、 当 該 土 地 の 形 質 の 変 更 の 範 囲 の 側 面 を 囲 み 、 基 準 不 適 合 土

壌 の 下 に あ る 準 不 透 水 層 （ 厚 さ が 一 メ ー ト ル 以 上 で あ り 、 か つ 、 透 水 係 数 が 毎 秒 一 マ イ ク ロ メ ー

ト ル 以 下 で あ る 地 層 又 は こ れ と 同 等 以 上 の 遮 水 の 効 力 を 有 す る 地 層 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） で あ っ

て 最 も 浅 い 位 置 に あ る も の の 深 さ ま で 、 鋼 矢 板 そ の 他 の 遮 水 の 効 力 を 有 す る 構 造 物 を 設 置 す る こ

と 。 

ロ 土 地 の 形 質 の 変 更 が 終 了 す る ま で の 間 、 イ の 構 造 物 に よ り 囲 ま れ た 範 囲 の 土 地 の 地 下 水 位 が 当

該 構 造 物 を 設 置 す る 前 の 地 下 水 位 を 超 え な い よ う に す る こ と 。 

ハ 最 も 浅 い 位 置 に あ る 準 不 透 水 層 よ り 深 い 位 置 に あ る 帯 水 層 ま で 土 地 の 形 質 の 変 更 を 行 う 場 合 に

は 、 次 の い ず れ に も 該 当 す る も の で あ る こ と 。 

⑴ 土 地 の 形 質 の 変 更 を 行 う 準 不 透 水 層 よ り 浅 い 位 置 に あ る 帯 水 層 内 の 基 準 不 適 合 土 壌 又 は 特

定 有 害 物 質 が 当 該 準 不 透 水 層 よ り 深 い 位 置 に あ る 帯 水 層 に 流 出 す る こ と を 防 止 す る た め に 必
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要 な 措 置 を 講 ず る こ と 。 

⑵ 最 も 浅 い 位 置 に あ る 準 不 透 水 層 よ り 深 い 位 置 に あ る 帯 水 層 ま で の 土 地 の 形 質 の 変 更 が 終 了

し た 時 点 で 、 当 該 土 地 の 形 質 の 変 更 が 行 わ れ た 準 不 透 水 層 が 本 来 の 遮 水 の 効 力 を 回 復 す る こ

と 。 

二 要 措 置 区 域 （ 区 域 内 の 土 地 の 土 壌 の 第 一 種 特 定 有 害 物 質 に よ る 汚 染 状 態 が 土 壌 溶 出 量 基 準 に 適 合

せ ず 、 か つ 、 第 二 溶 出 量 基 準 に 適 合 す る 土 地 の 区 域 又 は 区 域 内 の 土 地 の 土 壌 の 第 二 種 特 定 有 害 物 質

若 し く は 第 三 種 特 定 有 害 物 質 に よ る 汚 染 状 態 が 土 壌 溶 出 量 基 準 に 適 合 し な い 土 地 の 区 域 に 限 る 。 ）

内 の 土 地 の 形 質 の 変 更 の 方 法 は 、 次 の イ 又 は ロ の い ず れ か の 方 法 と す る こ と 。 

イ 前 号 イ か ら ハ ま で の い ず れ に も 該 当 す る 方 法 

ロ 次 の ⑴ か ら ⑶ ま で の い ず れ に も 該 当 す る 方 法 

⑴ 次 の （
イ

）
か ら （
ニ

）
ま で の 措 置 に よ り 地 下 水 位 を 管 理 す る こ と 。 

（
イ

）

 当 該 土 地 の 形 質 の 変 更 の 範 囲 の 土 地 の 土 壌 の 特 定 有 害 物 質 に よ る 汚 染 に 起 因 す る 地 下 水

汚 染 の 拡 大 を 的 確 に 防 止 で き る と 認 め ら れ る 地 点 に 揚 水 施 設 を 設 置 し 、 地 下 水 を 揚 水 す る こ
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と 。 

（
ロ

）
 

（
イ

）
に よ り 揚 水 し た 地 下 水 に 含 ま れ る 特 定 有 害 物 質 を 除 去 し 、 当 該 地 下 水 の 水 質 を 排 出 水

基 準 （ 汚 染 土 壌 処 理 業 に 関 す る 省 令 （ 平 成 二 十 一 年 環 境 省 令 第 十 号 ） 第 四 条 第 一 項 第 一 号 リ

⑴ に 規 定 す る 排 出 水 基 準 を い う 。 ） に 適 合 さ せ て 公 共 用 水 域 （ 水 質 汚 濁 防 止 法 （ 昭 和 四 十 五

年 法 律 第 百 三 十 八 号 ） 第 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 公 共 用 水 域 を い う 。 ） に 排 出 す る か 、 又 は 当

該 地 下 水 の 水 質 を 排 除 基 準 （ 同 令 第 四 条 第 一 項 第 一 号 ヌ ⑴ に 規 定 す る 排 除 基 準 を い う 。 ） に

適 合 さ せ て 下 水 道 （ 下 水 道 法 （ 昭 和 三 十 三 年 法 律 第 七 十 九 号 ） 第 二 条 第 三 号 に 規 定 す る 公 共

下 水 道 及 び 同 条 第 四 号 に 規 定 す る 流 域 下 水 道 で あ っ て 、 同 条 第 六 号 に 規 定 す る 終 末 処 理 場 を

設 置 し て い る も の （ そ の 流 域 下 水 道 に 接 続 す る 公 共 下 水 道 を 含 む 。 ） を い う 。 ） に 排 除 す る

こ と 。 

（
ハ

）

 当 該 土 地 の 形 質 の 変 更 の 範 囲 の 土 地 の 土 壌 の 特 定 有 害 物 質 に よ る 汚 染 に 起 因 す る 地 下 水

汚 染 が 拡 大 す る お そ れ が あ る と 認 め ら れ る 当 該 土 地 の 形 質 の 変 更 の 範 囲 の 周 縁 の 土 地 に 観 測

井 を 設 け 、 定 期 的 に 地 下 水 位 を 観 測 し 、 当 該 土 地 の 形 質 の 変 更 が 終 了 す る ま で の 間 、 当 該 周
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縁 の 土 地 の 地 下 水 位 を 確 認 す る こ と 。 

（
ニ

）
 

（
ハ

）
の 観 測 の 結 果 、 当 該 土 地 の 形 質 の 変 更 の 範 囲 の 土 地 の 地 下 水 位 が 当 該 周 縁 の 土 地 の 地

下 水 位 を 超 え て い る と 認 め ら れ る 場 合 に は 、 当 該 土 地 の 形 質 の 変 更 の 範 囲 の 土 地 の 土 壌 の 特

定 有 害 物 質 に よ る 汚 染 に 起 因 す る 地 下 水 汚 染 の 拡 大 を 防 止 す る た め の 措 置 を 講 ず る こ と 。 

⑵ 次 の （
イ

）
及 び （
ロ

）
の 措 置 に よ り 地 下 水 の 水 質 を 監 視 す る こ と 。 

（
イ

）

 当 該 土 地 の 形 質 の 変 更 の 範 囲 の 土 地 の 土 壌 の 特 定 有 害 物 質 に よ る 汚 染 に 起 因 す る 地 下 水

汚 染 が 拡 大 す る お そ れ が あ る と 認 め ら れ る 当 該 土 地 の 形 質 の 変 更 の 範 囲 の 周 縁 の 土 地 に 観 測

井 を 設 け 、 一 月 に 一 回 以 上 定 期 的 に 地 下 水 を 採 取 し 、 当 該 土 地 の 形 質 の 変 更 が 終 了 す る ま で

の 間 、 当 該 地 下 水 に 含 ま れ る 特 定 有 害 物 質 の 量 を 規 則 第 六 条 第 二 項 第 二 号 の 環 境 大 臣 が 定 め

る 方 法 に よ り 測 定 す る こ と 。 

（
ロ

）

 

（
イ

）
の 測 定 の 結 果 、 地 下 水 汚 染 が 当 該 土 地 の 形 質 の 変 更 の 範 囲 の 土 地 の 区 域 外 に 拡 大 し て

い る と 認 め ら れ る 場 合 に は 、 当 該 土 地 の 形 質 の 変 更 の 範 囲 の 土 地 の 土 壌 の 特 定 有 害 物 質 に よ

る 汚 染 に 起 因 す る 地 下 水 汚 染 の 拡 大 を 防 止 す る た め の 措 置 を 講 ず る こ と 。 
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⑶ 最 も 浅 い 位 置 に あ る 準 不 透 水 層 よ り 深 い 位 置 に あ る 帯 水 層 ま で 土 地 の 形 質 の 変 更 を 行 う 場

合 に は 、 前 号 イ 及 び ハ の い ず れ に も 該 当 す る 方 法 と す る こ と 。 

三 前 二 号 の 土 地 の 形 質 の 変 更 を 行 う 場 合 に あ っ て は 、 原 位 置 封 じ 込 め 、 遮 水 工 封 じ 込 め 、 地 下 水 汚

染 の 拡 大 の 防 止 又 は 遮 断 工 封 じ 込 め の 実 施 措 置 （ 土 壌 汚 染 対 策 法 （ 平 成 十 四 年 法 律 第 五 十 三 号 ） 第

七 条 第 一 項 第 一 号 に 規 定 す る 実 施 措 置 を い う 。 ） が 既 に 講 じ ら れ て い る 土 地 に つ い て は 、 土 地 の 形

質 の 変 更 が 終 了 し た 時 点 で 当 該 措 置 の た め の 構 造 物 等 を 原 状 に 回 復 す る 措 置 が 講 じ ら れ て い る こ と 。 

四 第 一 号 又 は 第 二 号 の 土 地 の 形 質 の 変 更 を 行 う 場 合 に あ っ て は 、 基 準 不 適 合 土 壌 又 は 特 定 有 害 物 質

の 飛 散 、 揮 散 又 は 流 出 を 防 止 す る た め に 必 要 な 措 置 を 講 ず る こ と 。 


